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	プロジェクト利益の20%を、地域コミュニティにベネフィットシェアリングプログラムを通じて還元
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	炭素プロジェクトの文脈において、森林インベントリーは特に森林の炭素蓄積量とその経時的な変化を正確に測定・モニタリングすることに焦点を当てたものです。これはプロジェクトのインパクトを示し、炭素基準への準拠を確実にするための重要な基礎となります。
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	現地での森林インベントリー作業では、プロジェクト地域内に長期的な調査用のサンプルプロット（PSP）を設置します。現地チームは各プロットにおいて、樹木の胸高直径（DBH）や樹高を計測し、樹種を特定します。また、樹木の健康状態や攪乱の兆候、幼木（更新）の有無を記録します。さらに、正確なモニタリングのために、土壌サンプルの採取やGPS座標の記録を行う場合もあります。
	今回、3Tガーナチームが総動員されたほか、テクニカル担当の松尾、CIPからはイェール大学で林業を専攻したセスが現地入りし、トレーニングを実施した上で作業を行った。
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	東アフリカ弧山地帯（世界 20 大生物多様性ホットスポット）で森林再生・アグロフォレストリーを実施し、炭素と生物多様性を同時に回復
	100,000 HA
	拡張可能面積
	1,600万トン
	クレジット総発行量

	4万ドル
	契約済み金額


	43KT
	年間平均クレジット発行見込み
	ファイナンスパートナー
	日系の大企業2社（非公開）

	技術的要件
	標準
	方法論
	ARR/REDD+/ICS

	登録状況
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	運営状況
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	タンザニア案件は、地域コミュニティの強力な支援を受けて始動
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	3T　ガーナ
	3T　タンザニア
	3T ルワンダ

	参加型農村調査法（PRA）の実施
	PRAとは、地域住民の知識やニーズを把握し、森林・農業プロジェクトを現地の実情に即して設計するための手法
	3Tでは、プロジェクトの持続性と信頼性を高めるため、地域住民が主体的に関わる参加型アプローチを重視している
	PRAの目的
	参加型農村調査（PRA）は、地域住民との対話を通じて土地利用や生計、森林の実態やニーズを把握し、プロジェクト設計に反映させる手法である。 これにより、理論上成立する計画と、現地で実行可能かつ持続可能なカーボンクレジット・プロジェクトとのギャップを埋める。
	現場での取り組み

	2025年10月にタンザニアでPRAを実施し、ベネフィット・シェアリングの枠組み構築を目的に、住民から「何を」「どのような方法で分配するのが望ましいか」をヒアリングした。
	専門家によるレビュー

	国連（UN）で長年社会調査に携わってきた専門家をタンザニアに招き、調査デザインの設計から現地実施までを伴走していただいた。 あわせて、今後は3TタンザニアチームのみでPRAを実施できるよう、現地での研修・能力強化も行った。
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	ベースラインおよびHCV調査の実施
	ベースラインおよびHCV調査は、プロジェクト開始前の森林・土地の状態を把握し、炭素貯蓄量や環境・社会的価値を正確に評価するための基礎調査。
	3Tでは、国際基準に沿った調査を通じて、高品質なカーボンクレジット・プロジェクトの構築を重視している。
	ベースライン調査
	HCV調査
	ARR（植林・再植林）カーボンクレジットでは、将来の炭素吸収量から、ベースラインや永続性リスクなどを差し引いた分のみがクレジットとして計上される。 そのため、プロジェクト開始前の土地・森林の状態を正確に把握するベースライン調査が、クレジットの信頼性を左右する重要な基礎となる。
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